
from Amakusa， western Kyushu， J apan. [森敦史:九州、|天草で採集されたオルソプ

ロテラ属(甲殻類:端脚類:ワレカラ亜目)のワレカラの 1新種J.オルソプロテラ属

のワレカラの l新種を，九州天草産の標本に基づき記載した。本種は，日本産オルソ

プロテラ属の 2番目の種である。 (319-327頁)

論文 8. Miyazaki， K. Structure of the adult male reproductive system in a pycnogonid， 

Ciluncul附 armat:悶 (Pycnogonida:Ammotheidae). [宮崎勝己:ツノウミグモ(ウミ

グモ類:イソウミグモ科)における雄成体の生殖器官系の構造J.ツノウミグモの雄成

体の生殖器官系は， U字型をした胴部の精巣， 4対の各歩脚の第2基節まで伸びる脚

部の精巣，後部 2対の歩脚第 2基節に開口部を持つ 2対の輸精管からなる。様々な発

達段階の生殖細胞が，胴部・脚部の両方の精巣で見られた。 (329-335頁)

論文 9. Yamato， S.， Yusa， Y. & Tanase， H. Distribution of two species of Conchoderma 

(Cirripedia: Thoracica) over the body of a sea snake， Laticauda semifasciata 

(Reinwardt)， from the Kii Peninsula， southwestern J apan. [大和茂之・遊佐陽一・

田名瀬英朋:紀伊半島で採集されたエラプウミヘピの体表におけるスジエポシ類(蔓

脚類:完胸目)2種の分布J.和歌山県南部町で採集されたエラプウミヘピの体表に，

スジエボシとコスジエボシが付着していた。付着個体の分布およびサイズ組成を記載

した。スジエポシは，ウミヘビの体の後側および腹側により多くの個体が付着してお

り，さらに抱卵個体は後側に多かった。 (337-343頁)
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